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エマルのアツカド語にお－ナる格標示  
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l．はじめに  

アツカド語は紀元節3千年敵中薬から紀元7世紀までの3千年以上に渡ってメソポタ  

ミアで使われた東セム語で、紀元前二千年期にはメソポタミア本土だけでなく東はエラ  

ムから西はエジプト・ヒッタイトに至る古代オリエント世界の典通話の役割を果たし  

た。本稿では、メソポタミア以外でアツカド語を母語としない者が使ったアツカド語を  

総称して｛辺境のアツカド語」（PeripheralAkkadian、以下「PA」と略）と呼んでメ  

ソポタミア本土のアツカド語（CoreAkkadian、以下「CAJと略）と区別することに  

する。エマルはユーフラテス河中流域に位置する古代都市（Emar、現在のMeskene－  

Qa血me）で、そこで書かれたアツカド語はPAに属する【注1］。   

CAの格標示は対格型である。したがって、他動詞の主語は自動詞の主語と同じ語尾  

で標示され、他動詞の目的語と区別される。そのほかに名詞・前置詞にかかる名詞を標  

示する尿路がある。CAの格語尾を簡単にまとめると義1のようになる。なお、表中の  

「」は母音の長さを表し、「椚」とnりは古い方言にしか現れない語尾である。  

男性単数  男性複数  男性双数  女性単数  女性複数  女性双数   

主格   ＋〟m  ＋〟＋ニー＋〟：＋f＋〟  ・＋月＋：打  ＋f＋〟椚  ＋∝＋トト〟  ＋什〃＋ニけ   

属格   ＋f椚  王＋：－＋〟：＋f＋f  亮十村  両刃椚  ＋α＋f＋f  ＋f再王乃   

対格   ＋瓜椚  ．＋f＋此研  

表1：CAの格語尾一覧  

格・性・数の形態素が渾然一体となっているため分かりにくいかもしれないが、太字で  

表記してある部分が格を棲示する形態素である。すなわち、単数では以＝主格、f＝属  
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．格、β＝対格、複数では〟＝主格、f＝属格・対格、双数では瓜＝主格、f＝属格一対格と  

う体系になっている。名詞の後に接尾代名詞が付くと、i以外の短母音は脱落して＋β  

（ゼロ形態素）に変化する［注2］。また、名詞を修飾する形容詞は被修飾語と同じ格  

で標示される。形容詞に付く格・性・教形態素は＋扉k（名詞用ト＋昆汁f十〟／f（形容詞用）  

以外は同じである。   

PAの格標示はd般にCAの路標示の不完全な発現と見られている【注3］。PAが  

第二言語として習得されたものであるためかCAの格標示に合わない例は単なる間違い  

と見なされているが、PAがCAと異なる格標示体系を発展させる可能性が見落とされ  

ているのは残念である。そこで、本稿ではエマルのアツカド語を例にとって、一見した  

ところ単なる「間違い」に過ぎない現象の背彼になんらかの体系性が潜んでいる可能性  

を検討してみたい。  

2．主語の擦示  

エマルのアツカド語では、下に示すように他動詞の主語も自動詞の主語も常にCAの  

主格の形態素で標示される。  

側ト「殖＋以「兄弟」（Em毘rVT183‥13’′15一；且A771：封′識RA771：31）′抽＋捏「豪」   

（助川rⅥ′10‥r91；20‥毎141：9；158‥9；253：29；A即ユ28勃10：r8－）′如p首相「（社会階級を  

表す語）」（£Ⅲ∬rV717：3）′如r成功「（兵士の種類を表す語）」（加川rⅥ4と14）′た柁甲  

＋〟「銀」（助冊rⅥ11：29）′抽あ咄「心」（ASJ川D之：1机誹地軸＋紬扱の心」  

（伽！〟rl〃139：3毎Ⅳ5亜2：1仙洞か勅勘勅「彼らの心」（£仰rⅥ一9：3王94：r171；140：  

15；141：rlア1；142：埼A5Jヱ28：16；10：14）′沼〟f＋〟痛「彼女の央」（RA772：2乳蝕汀＋〟  

「王」（A即ユ27：叫い鳩即什〟「（家の種類を表す語）」（伽〟rⅥ’138：3乃1崩：8；253：  

瑚仲仰咄「粘土板」（Em肝Ⅵ8：42；10：20；14：均137：r611；14l：r231；158：29；A町ユ2  

ア：㊥）′研明川け吏十如〃m「彼らの母親」（M771：24）．  

＋如上一加計餌汁肘g〟「彼の占い」（A即王27：33）′叩什f軸「土地」（£加〃rⅥ14：rlOl′  

r2机94：【釣95：r5－1；137：r401′r501；159：聖A即ヱ21：乳  

＋αヤー押印酔励「彼の彷」（王研ⅣⅥ256：5）．  

－158－   



＋鉱■か刊－♭汁＋出汁〟「家」（£加Ⅳ叩8：31；9：之訣139：r291）．  

＋β一曲＋如β仰丁私の妻」（加〟rVr185：4t；RA772丸18）′捕伽＋伊座加Ⅷ「彼  

らの心」（£m〟rⅥ12615；137：55jl亜：2王14＆1既158：18）．   

担汁什主局昆「彼の衝」は紳巨肝g“（単数対格、注2参府）と分析することもできるが、  

その前に数詞の「2」があるため双数であることに疑いの余地はない。また、舶蔚山＋β  

＋y〟取の妻」と川舟侶必＋g以〝〟敬らの心」のゼロ形態素の前の母音は子音連続を避け  

るために挿入された支えの母音で、文法的意味は持たない［牲4】。   

主語を修飾する形容詞や代名詞も常にCAの主格の形態素で標示される。  

血－〟研＋カ「この」（←仰乃血；£邪rⅥ■14：20；159：9；A5り210：8）′帥抽「（パン  

の種類を表す語）」（加托rⅥ▲ヱ0：18）′蔀椚＋丘＋m瓜「ほかの」（←一蔀旧打Ⅷ十mちa椚汀Ⅵ  

8：亜；10：r2仇137：61J141：23；158：29；A即ヱ2ア：49）．  

＋鉦〟－〝〃〃汀汁〟「この」（助川rVr14：rlOl；95：5り．  

3．名詞・前置詞にかかる語の標示  

先行する名詞を修飾する名詞はほとんどの場合CAの属格形態素で糠示される。  

＋f－㊥山勘捌「彼らの兄弟」（A5Jユ21：鎚）′摘＋f適〟〃〟「彼らの主君」（E〝川rⅥ’   

17の′抽＋i「家」（伽脚叩20：10ノ125：1七126：1q；141：11；158：12；185：18’；253：18jAざJ  

ユ27：埼8：10）′抑十わ薪「彼女の豪」（伽瓜rⅥ‘156：訟），拍＋れ紬「彼の家」（E湘rⅥ   

17：旬01；RA772頭）′卸町＋f「（意味不明）」（£mαrⅥ－14：几極r石「分遣傑」（E閏肝Ⅵ  

ユ7：8′18）′坤れ鉦蔀「彼女の心」（RA772：巧い廟＋h如「その前」ほ醐「叩8兢9：屯   

125‥4；139：r81）′如汀＋f「王」（励脚竹17：5！；138：1軌  

＋鉦f一触荘圧力「砂地（？）」（王椚肝Ⅵ－138：l）．  

＋摘ヤー叩飾付＋g以「彼の土地J（£沼肝竹159：12）．  

＋か汁i－抑＋か付「家」（王m〟rⅥ●9：26）．  
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同様のことが前置詞にかかる名詞についても言える。  

＋f 

RA771‥31．34′35）′〟壬巾＋如棚「彼らの兄弟」（£m〟rⅥ20‥31い励＋f「門」（加〟r  

Ⅵ140：1）′山車高＋g〟「彼の主君」（だ椚併Ⅵ1：r121；42：5′曙144：rl仇A即‡2ア：rlOり′  

如何＋動〃－以「彼らの主君」（王m〟rⅥ■17：13）′呵m＋f「（意味不明）」（E湘r沼2：2）′  

蛸＋f「家」佳m汀Ⅵ20：21）′抽＋f＋押「私の家」（王m〟rVJ185：5’′23’）′研＋汀如「彼  

の家」（£椚〟rⅥ10：r13？1）′わ叫＋f＋g〃鞄財存命」（RA771：筏2：乳わお＋f「財産」   

（M771：291坤＋fゼ〟「彼の罪」（王m〟rVJl：13；144：12；A5〃27：1仙h坪＋f「銀」   

（伽〟rVほ29；4：17；146：埼A5J】27：15；柑：12）′拗＋i「（複合前置詞の構成要素）」   

（£mⅣⅥ17：2′1211；156：22；180：12！；RA77l：14）′肋狛江g以「彼の心」（M771ヱ3）′   

【珂m乃什鉦gf「彼女の財産」（£m作rⅥ●253：11）′m亜＋f「（複合前置詞の構成要素）」  

（a≠肝1〝14烏17：r51′乙31；97：12－；137：辺；185：1ア●）′扇動計石「他人」（Em〟rVr20：13′  

31）′P伽川複合前置詞の構成要素）」（だm佗rl〝137：1；253：18）′ア巧＋f r代わり」   

（Em丑rVJlO：埼159：12）′P坤＋f＋引けⅢ「それらの代わり」（£mⅣVr8‥35）′叩汁f  

「（意味不明）」（加即Ⅵ142：l）′鋸血打力「よそ者」（M772：19）′蝕r扁「王」ほ椚作r  

Ⅵ17：屯142：9；142：粕A即ヱ27：28′32；10：9）′紬＋f「目」（£椚田1月’180：1；253：1；256：   

1′23；RA771：1；2：1い珊m寸J＋gf「彼女の母親」（£晰rVJ180：視い明恒「（意味不  

明）」（£研肝Ⅵ2：10；139：15？）．  

＋れ－〟葺＋れ碩「その礎石」（伽！〟rVr144：2）′山狩＋f＋：＋g〟「その礎石」（£椚作r竹  

20：1）．  

＋什f一成如＋什f「妻」（RA771：盟）′毎沌＋什行動「彼の占い」（Em招㌻叩蛇15）′わ戚  

＋腑†押「私の財産」（RA771‥29丸山〃〃〟＋f＋＝飢軌（凸仰・叩20：29；A即コ216‥   

14）パγ亭什腑＋g…以敬抽地」ほ胴rVr159：21）′椚血肝＋痛「戦争」（だ椚〃竹  

20：1429；256：r101；A5〃216：1動画机＋行ぬ「彼の贈り軌（A耶27：勘叩甲＋両  

「土手（？）」（助川rⅥ－14る：1；A5Jユ27：r21り′rど抽イ＋f「広場」（£mⅣⅥ25る：9）′g加＋f  

＋汗坤】r彼女の運命」（RA771：25）′ヱ汀＋腑「分け前」（£m〟rⅥ253：111り・  

名詞・前置詞にかかる名詞を修飾する形容詞や代名詞も通常CAの属格形態素で標示  

される。  
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ポー冊扉＋f「この」（笹5亜2：10）′β融＋血「この」（£沼βrⅥ■97：rll●1；180：1；253：1；  

256もr231；RA771：1；2：11g仰Ⅳ＋f「完結した」（加灯Ⅵ9：甥ル叩＋f「精錬された」  

咋椚〟rⅥ13＄：10）．  

しかし、CAの属格形態素が期待される環境でCAの主格形態素が用いられる場合が  

ある。一例をあげると、  

f那m緑抄録J汁ト目上「砂地（？）に」（助〟r叩137：22）′血rPN摘＋〟十ごX「PN（＝人名）  

すなわちXの所有者か匂（passim）′♭∂＋批er亭汁f用「土地の所有者」ほ即rVJ  

137：42′51；d．94：rlOIL抽〟如PNl〟孟如＋什〟血PN2研斤rPN3「家はPNl、すなわ  

ちPN3の息子であるPN2の妻のものであった。」（加灯叩20：6－8）′肋沌附加馴   

．‥〃∽月毎椚m＋飢叩■‥厄房Z房「私の家と‥・財産を…分割してもよい。」（RA771‥  

28－31い感血相鱒＋勅「土地に関して」（A阜r王21：33胡）′打即X加叶呵叩＋祝「X  

シェケルの精錬された銀で」（passim）′t血／仇再紬冊＋〟血Ⅵ伽fブ（？）乃“－緑r一抒「飢鱗  

と戦争の年【に】」（助川γ沼20：14）．  

4．目的語の標示  

エマルのアツカド語における目的語の標示にはCAの主格・属格・対格の形態素がす  

べて用いられている。  

朝一抽＋β「家」任那rⅥ■20‥r15－′2勅血＋拙「裁判」（£m肝竹14：15′17L坤旬  

「罪」（Aざアユ27：9；加肝叩144：rlO－）′紳＋椚打「罪」（助川rⅥ■1：11）′緑叩＋〟馳   

（pa5Sim），ki！T＋G「分遣隊」（EmarⅥ17：6′9′15）′5um＋a＋gu「彼の名前」（ASII2ア：  

亜1混研Ⅲ＋砧ぬ「彼の母親」（RA771：15）．  
、  

＋f一拍＋i「家」（加〟r叩141‥r15l′2q；158：16′r211；183：14▼；RA771：弛A5Jユ28：14′  

甥10：ーユ21′17）′如路扁「財産」（RA772：14）．  

朝一抽軸「家」（£加〟rV710：12′拘1之6‥14′鴫156こ1′4′乙13；RA771‥識ASり2  

7‥16′18′471加p＋昆「銀」任御rⅥ■138‥咄mわーm＋如叩「私の財産」（RA772：1軌  
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f“脚上汁〟「（家の種類を表す語）」（£醐rⅥ■138：r431′45；144‥13′r20－．r23り．  

＋什β－J曲＋HⅥ「妻」（£m肝叩185：21’）′印町け用「土地」（E〝川rⅥ－95：13り．  

粛」イー′曲＋腑「妻」（RA771：鎚）′わ掛f＋叶押「私の財産」（RA772：1塊叩什両  

「土地」（£研〟rVT137：53）  

けHJ一成如十血「妻」（£加併叩183：16り′叩汁血「土地」（肋∽rⅥ14：辺；94：14′  

19；137：58；AS〃21：17′r20り′5加押掛イ十〟「女」（RA772：罰）  

＋鉦れ－叩㌣り十i＋ニ「土地」（馳肝Ⅵ159：15）  

＋fヤー摘＋f十「主君」（£伽rⅥ■17‥8′18）′伽抽＋ニ「願い」（£m〃rVr42：13）′軒什f  

十：十釣川Ⅶ「彼らの身代金」ほmⅣ沼256：21）′m譜十汀号卿「払の先祖」（だ那rVT185‥  

r2－1；RA771：8；2：甘い捕＋汀汁g〟「彼の民」ほ加汀Ⅵ42：6）  

＋瓜ご＋f＋才一仰＋〟：十両「言葉」ほm肝昭125：35）′拍＋藍十両「家」（£仰rⅥ■8：39；9：  

3q33）  

＋郁＋f軸一掃付耽＋仙「家」（伽‡肝叩8：弛139：35′38）．  

目的語を修飾する形容詞や代名詞はほとんどの場合CAの対格形態素で標示されてい  

るが、CAの主格形態素で標示してあるケースが2例ある。  

座州〟 

（£m〝rVT156：1）′抑圧〟「壊れた（？）」（A阜Jユ2ア：1軌叩ぬ「厘「基（？）」（助川rVT20‥  

20）．  

仙一冊元来珊「この」（A阜rユ27：3乱せ朝刊「壊れた（？）」（A耶27：13）．  

十虹成一励加持手相＋m〟「ほかの」（E椚肝Ⅵ18訣畏－；RA772：刃）．  

棚汁鉦i一打〃〃十〟汁両「この」（EmⅣ竹8：弛17：r331；125：36）．  

5．エマルのアツカド語の格掠示  

以上の観察結果を要約すると表2のようになる。CAの格標示においては主格と主語、  

属格と名詞・前置詞にかかる語、対格と目的語がそれぞれ一対…一に対応するため、これ  

を規範としてエマルのアツカド語の格標示を見ると、これに合わない例、すなわち名詞  
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主語   名詞・前置詞にかかる語  目的語   

CAの主格形態素   ＋   十   ＋   

CAの属格形態素  十   ＋   

CAの対格形態素  ＋  

表2：エマルのアッカド語の格標示   

と前置詞にかかる語および目的語を標示する主格形態素、目的語を標示する展格形態素  

は「間違った」格表示と見なさざるをえない。その場合、エマルのアツカド語の格梗ぶ  

は次のように記述できる。  

（1）対格の用法は常に正しい。  

（2）属格の用法はほとんど正しいが、まれに目的語を標示することがある。  

（3）間違った格標示は主として主格に見られる。  

（2）の属格と対格の混同は複数・双数においてこれら二つの格が区別されていないこ  

とに基づく類推と説明することが可能であろう。また（3）に関しては、活用しそこね  

た語が主格＝辞書形をとっていると考えることができる。   

しかし、ここで幻einが『第二言語習得』と題する本の申で次のように番いているの  

に注目したい［注6］。  

Anylanguagevariety′nOmatterhowrudimentary′has′apartfromsomevariable  

eomponent？，aCertainintrinsiesystematicify・Thusthefunctionofanyoneword  

OreOnStruCtionwithintheglVenVarietycannofbederivedsolelyfromthe  

COrre＄POndingwordorconstructioninthetargetlanguage・   

この見方に従い、CAの格標示の体系を前提としないで表2を見ると、別の分析が可能  
となる。  
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（1－）CAの主格形態素はエマルのアツカド語では格を標示しない。  

（2り CAの属格形態素は主語以外の統語要素を標示する。  

（3り CAの対格形態素は目的語を標示する。  

このような格標示の体系はCAのそれとは大きく異なるものの、理にかなったものでな  

いとは言えない。まず、主格形態素が格を標示しないため（1り、格を標示する形態  

素が二つしかないことになるが、これは三つの格を標示するのに十分な数である［注5］。  

次に、属格と対格の区別が曖昧になっているが（2り、これらの二格の区別がCA自  

体でも余剰である【注7］ため、誤解の恐れのあるときには主語と非主語を確実に区別  

できる上記の路標示体系は申し分のない伝達機能を有するものであると言える。   

それゆえ、エマルの書記が間遠いだらけのアツカド語を書いていたと考える必要はな  

い。彼らはCAの格標示体系を十分に機能し得る別の体系（1t～3－）に再編成して運  

用していたと考えられるからである。  

【主i三】  

＊  アツカド語の表記はvonSoden（1969）に従う。また、アツカド語ないしはテキス   

トの行番号にfxト rxl、X？、X！等の記号が用いられている場合、それぞれxが完全   

に破損している、部分的に破損している、疑いの余地がある、訂正されていること  

を示す。  

1） エマルとその近郊から発見された文番については拙稿（1992）を参照。そのすべ   

てがエマルで書かれたとは限らないが、エマルの王の名前が記してある文書は確実   

にエマルで書かれたものと考えることができるので、これらをエマルのアツカド語   

と定弟する。ちなみに、エマル王家の系図も拙稿（1992）にまとめてある。なお、   

1992年以後に入手可能となったテキストは本稿のデータに含まれていないため、以   

下にあげるテキストが本稿のコーパスとなっている。RA771＝Huehnergard1983：   

13－17；RA772＝Huehnergard1983：17－19；EmnrⅥ「1＝Amaud1986：7－8；EmnrVI2＝   

Arnaud1986：8－9；EmnrⅥ■3＝Amaud1986：9－10；EmnrVI4＝Arnaud1986：10－11；  
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EmnTl〝8＝Arnaud1986：15－16；EmLZrⅥ－9＝Arnaud1986：16－17；£沼W VIlO＝   

Amaud1986：18－19；Emart7Ill＝Amaud1986：19－20；EmnrⅥ■14＝Amaud1986：22－  

23；EmL7rVT17＝Amaud1986：26－28；EmL7rV720＝Amaud1986：31－32；EmarⅥ■42＝  

Amaud1986：57－58；EmarVT94＝Amaud1986：106－108；EmIZrVr95＝Amaud1986：   

108；EmLZrⅥ■97＝Arnaud1986：109－110；EmLZrⅥ「125＝Arnaud1986：133－134；EmL7r  

叩126＝Arnaud1986：134－135；EmarⅥ■137＝Arnaud1986：143－146；EmIlrVT138＝  

Arnaud1986：146－149；EmarV7139＝Amaud1986：149－151；EmL7rⅥ■140＝Arnaud   

1986：151－152；EmL7rVI141＝Amaud1986：153－154；EmnrVI142＝Arnaud1986：154－   

155；Em〟rⅥ■144＝Arnaud1986：156－158；EmarVI146＝Arnaud1986：158－160；Emw  

VT147＝Arnaud1986：160－162；EmL7rl〝156＝Arnaud1986：172－173；EmnrVI157＝  

Amaud1986：173；EmwⅥ■158＝Amaud1986：174－175；£mwⅥ■159＝Amaud1986：   

175－176；EmL7rⅥ’180＝Arnaud1986：193－194；EmarⅥ■183＝Arnaud1986：196；Emq  

Ⅵ■185＝Arnaud1986：197－198；EmL7rl〝253＝Arnaud1986：149－150；£mwVr256＝   

Amaud1986：251－153；AuOr515＝Amaud1987：235－237；ICS402＝Beckman1988：   

65－67＝Tsukimoto199二185；ASJlOD＝Tsukimoto1989：163－165；AS7121＝   

Tsllkimoto1990：177－180；AS］127＝Tsukimoto1990：189－193；Ay128＝Tsukimoto   

1990‥193－194；AS］1210＝Tsukimoto1990：197－198；A即1216＝Tsukimo（O1990：208・  

210．  

2） 節2～4節の例を見れば明らかなように、この規則はエマルのアツカド語では部  

分的にしか当てはまらない。  

3） フリ語を基層とするアツカド語では、CAの対格型格標示を基本としながらも、   

CAの動詞の主格人称接辞が目的語を対格人称接辞が主語を指し示す能格型の格棲   

示が紛れ込む場合のあることが知られている（Gordon1938：221やAdler1976：   

105ff．を参照）。西セム語を母語とする書記は概ねCAのシステムに従っているが、   

CAの用法に合わない例も散見される（Huehnergard1989：143－149やhe’el199u：   

17＆185等を参照）。  

4） 詳しくはvonSoden1969：83を参照。  

5） 格1と格2を棟示する二つの形態素があれば、「無標性」が格3の弁別特徴とな  

りうる。  

6） Klein1986：29。  
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7） CAでも単数以外では属格と対格を区別しない。これは、とりもなおさず屈格と   

対格の区別がCAにおいて不可欠ではないことを意味する。  
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CaseMarkinginEmarAkkadian  

JunⅨ玉DA  

Akkadianwasthe血guafranCaOftheNearEastinthesecondmillemitmB・C且  

Accordingly′itwasleamedandusednotonlyinMesopotamiaproper（coreAkkadian）  

butalsobynon－nativesotltSide（peripheralAkkadian）・EmarAkkadianisavariefyof  

peripheralAkkadiantlSedinamientEmar（modernMeskene－Qadime）onthemiddle  

Eupkates・  

CoreAkkadianmaintainsacasesystemoftherigidaccusativetype・ThllSin  

Akkadianthesu句edofbothanintranBifiveandatransidvepredicateismarkedbyfhe  

nomhafivemorphemes′WhilethediredoPieetofatransidvepredicateismarkedbythe  

accusative morphemes・Besides′genitive morphemes markadnominalsynfaetic  

fLnetionssu血asthepossessive・  

EmarAkkadianattestsalotofanomalotlSeXamPlesofcoreAkkadian亡aSe  

endings・Ouranalysishasrevealedthattheyarenothaphazardhistakes・Emarseribes  

reorganiヱedthecoreAkkadiancasemarking systeminto a new one′in whieh  

nominativemorphemesaretlnmarkedincase′genitivemorphemesmarknon－Subjeet，  

andaccusativemorphemesmarkthedired叫ect・  
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